
​学  年​ ​１年​ ​２年​ ​３年​ ​４年​ ​５年​ ​６年​ ​支援​ ​合計​
​児童数​ ​63​ ​46​ ​44​ ​51​ ​50​ ​46​ ​(41)​ ​299​
​学級数​ ​２​ ​２​ ​２​ ​２​ ​２​ ​２​ ​6​ ​18​

​　​​　令和８年度　啓明小学校　全体構想（グランドデザイン）​



​啓明小学校の取り組み​
​「​​Ｐ​​Ｂ​​Ｉ​​Ｓ」​​（​​Positive​ ​Behavioral​ ​Interventions​ ​and​ ​Supports​ ​:​​ポ​​ジ​​ティ​​ブ​​な​​行​​動​​介​​入​​と​​支​

​援）の取り組みにより、褒められる機会を増やすことで、子どもの自己有用感が向上するよう​
​にする。​
​　下記の表「啓明小学校の３つの大切」の指標に基づいた行動ができた時に、どの教職員も同​
​じ基準で、子どもができたことを具体的に褒め、自己有用感、自己肯定感を高めていく。​

​２．​​学校運営の基本方針​
​　近年、急速な技術革新やグローバル化が進み、予測困難な時代を迎えている。その中で、​
​子どもたちが変化に積極的に向き合い、他者と協働して課題を解決していくことや、情報を​
​見極めて再構成し、新たな価値につなげていくことが今の教育に求められている。​
​　義務教育９年間を見通した継続性・系統性・計画性のある一貫した教育を進める「小中一​
​貫教育」を推進し、「考える力」をベースに「学力」「体力」などを確実に身につけていく​
​とともに、家庭・地域と連携し、子どもたちが自ら人生を切り拓き、夢に向かってたくまし​
​く「生き抜く力」を一層高めていかなければならない。子どもの貧困が大きく取り上げられ​
​ているなか、全ての子どもが家庭の経済状況に関わらず、能力や可能性が最大限に伸ばして​
​いけるような教育を受けられることが求められており、保護者・地域と協働して子どもたち​
​が健やかに育つ教育コミュニティづくりの更なる活性化に努めることも必要である。​
​　​​子ども一人ひとりの課題を明らかにし、個の課題に応じた学習指導を工夫して共通指導し​
​ていく「基本指導」の内容と方法を明確化・共有化するなど、本校の「学校文化としての​
​『教育システム』の構築をめざし、本校児童の特性と地域の実態をふまえ、『自ら学び、自​
​ら考えて行動できる』児童の育成に努めていく。​

​加えて、職員自身も子どもたちと同じように、学びに対して主体的に自己研鑽を積み、子​
​どもに還元する姿勢をもって臨む。​

​①主体的に行動し、真実を追求する姿勢を育てる​
​　　すべての子どもに「確かな学力」を保障するとともに、一人ひとりの子どもの個性を伸ば​

​し、自ら主体的に行動することを通して真実を追求していく姿勢を育てる。​
​②人権教育を推進する​

​人権を尊重する社会の一員として、互いに相手の立場を理解して友好関係を保つ意識を育​
​むために計画的・組織的な研究体制の中で、子どもと教職員が常に自分を変えていこうとす​
​るような実践を積み重ねる。​

​③支えあい、高め合う集団づくりに取り組む​
​　あらゆる教科・領域の中で一人ひとりの子どもの生活･経験を掘り起こし、自分の願いを追​
​求するためには仲間の支えが大切であることを学ばせ、個々が認め合い、高め合おうとする​
​集団づくりをめざす。​

​④健やかな体を育む​
​　心と体を一体としてとらえ，発達段階に応じた適切な運動の経験と健康・安全についての​
​理解を通して，生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の基礎を育てるとともに健康の保持​



​増進と体力の向上を図り，楽しく明るい生活を営む態度を育てる。​
​⑤安心で安全な学びの場づくりを推進する​

​　学校は、子どもたちの健やかな成長と自己実現を目指して学習活動を行うところであり、​
​その基盤として安全で安心な環境が確保されていることが不可欠である。校内外における、​
​あらゆる場面での子どもの安全や安心を確保していくため、地域や保護者と協力して取り組​
​みを構築し推進する。　​

​⑥九中校区３校・家庭・地域との連携を強化する（コミュニティースクール）​
​　九中校区３校の連携・一貫を推進し、信頼と安心の校区づくりをめざす。同時に家庭・地​
​域とも連携を強化し、学校運営協議会を中心に置いたコミュニティースクールとして互いの​
​信頼関係を強める中で、子どもの健やかな成長発達を育む。​

​３．​​学校経営の重点​
​(1)学習指導​

​①学習指導要領の指導事項を十分に理解し、６年間を見通してその実践に努める。​
​②基礎的な知識及び技能を習得させるとともに，これらを活用して課題を解決するために必​

​要な思考力，判断力，表現力その他の能力を育み，主体的に学習に取り組む態度を養う。​
​③各教科等の指導にあたっては，子どもの思考力，判断力，表現力等を育む観点から，言語​

​に対する関心や理解を深めるため、日常の言語環境を整えたり、言葉を大切にする意識を​
​持つ。​

​④英語教育や情報教育について研鑽を深め、コミュニケーション能力や情報活用能力を身に​
​つけた子どもの育成を図る。​

​⑤個に応じたきめ細かな指導により基礎学力の定着を図るため、個別指導やグループ指導な​
​どの少人数授業や習熟度別授業を推進し、指導の評価を加えつつ教育効果を高める。​

​(2)生徒指導​
​①「ＰＢＩＳ」の取り組みにより子どもたちが褒められる機会が増え、自己有用感が向上す​

​るようにする。​
​②子どもの主体的活動をいかし、集団の中での役割と責任を自覚し、自ら判断して行動でき​

​る態度を養う。​
​③「啓明小学校いじめ防止基本方針」に基づき、「いじめは、どの学校でも、どの子どもに​
​　も起こりうる」ものであることを十分認識した上で、「いじめは絶対に許されない」との​
​　強い決意のもと、学校年間計画に沿って、未然防止・早期発見に努める。また、互いのよ​
​　さや違いを認め合う集団づくりを行い、あらゆる生活の場を通して、いじめを許さず、自​
​　他を大切にする豊かな心情を育てる。​

​(3)道徳教育​
​　　全教育活動を通じて全職員で道徳教育の推進に努め、一人一人の児童の人格を尊重し、個​

​性の伸長を図りながら、同時に社会的資質や行動を高め、人間としての健全な生き方を指導​
​していく。​

​　①道徳的判断力・道徳的心情・道徳的行為を行うための意欲や態度を育てるため，道徳教育全体​
​　　計画のもと，学校全体で本年度の重点目標を設定し，その具現化を図る。また、週１時間の道​
​　　徳科を道徳教育の要として​​、その充実に努め、教材を幅広く求め指導にあたる。​

​②福祉教育・ボランティア活動、体験活動等を通し、共に生きる心・やさしさと思いやりの​
​心を大切にし、​​道徳的な判断力，豊かな​​人間性を育む。​

​(4)健康・安全指導​
​①身体の健全な発達を促し、一人ひとりの発達に則した基礎体力の向上を図る。​
​②健康の維持増進のため、基本的生活習慣の定着に向けた啓発活動を推進する。​
​③交通安全や校内安全のための施設の充実と、命を大切にする指導及び危険回避の知識や実​

​践力向上の徹底を図る。​

​(5)人権教育​
​①基本的人権尊重の精神を培い、平和を主体的に追求し、共に生きる社会の実現をめざす児​

​童を育成する。​
​②豊かな出会い･ふれ合い･体験を通して、相手の良さや違いを認め、互いの個性を尊重する​

​姿勢を育む。​
​③国際的な視野に立ち、異なる文化、習慣、価値観などの多様性を認め合い共存･共生に向け​

​て共感する心を育む。​



​④社会の構成員としての責任を自覚し、自ら積極的に考え行動する児童の育成を授業実践と​
​行事等を通して推進する。​

​(6)支援教育​
​①障がいのある児童への教育的支援に向けた研修と共通理解を深め、より適切な対応や環境​

​　　作りに努める。​
​②障がいのある児童の社会参加と自立のための機会の拡充と一人ひとりの教育的ニーズに応​

​　　じたきめ細やかな指導の充実に努める。学校と家庭・地域の教育機能を十分に発揮させ　​
​　る。​
​③障がいのある人に対する正しい理解の基礎を培い、共に生きていく社会の一員としての現​

​実に気づき、考えていける子どもを育成する。​
​④障がいの有無にかかわらず、学校生活において配慮が必要な子どもについての共通理解と​

​　　組織的支援に取り組み、一人ひとりをいかす教育を推進する。​

​(7)研修の推進​
​①授業研究を核に日々の実践を積み上げ、教職員が主体的に自己研鑽を積む学校文化を醸成​

​し、実技研修・理論研修等を通して、教職員の資質・能力の向上を図る。​
​②研究計画に基づいた組織的・系統的な授業実践の中で、児童一人ひとりの意欲を引き出​

​し、知的好奇心を刺激し深い学びへとつながる指導の在り方を研究する。​
​③梨の木学園小中一貫教育推進に向け、連携を積極的に進め、相互理解を深める。​

​(8)環境整備​
​①情操豊かに子どもの育成、人権意識を養うという視点に立ち、楽しく明るく安全な雰囲気​

​づくりに努める。​
​②教育的環境の整備と備品等の計画的購入を進める。​
​③環境保全、自然保護などの環境教育に努める。​

​(9)地域連携「コミュニティースクール」​
​①生涯学習の観点および、学力の定着、自由な進路選択を可能にするため、保育所・幼稚​

​園、小学校、中学校の連携を進めると共に、義務教育９年間を見通した小中一貫教育の充​
​実を図る。​

​②コミュニティースクールとして、学校と家庭・地域の教育機能を発揮させるため、学校運​
​営協議会・ＰＴＡ等の各種関係団体をはじめ、地域との連携を密にする。​

​③子どもを守り育てるため、保護者・地域との連携を図り情報を発信したり、アンケート等​
​を行ったりして、家庭・地域の願いをとらえられるように努める。​

​４．具体的に実践すべき取り組み​
​(1)考える力の育成​

​①ディベート教育や道徳教育等、教育活動全体を通じて、コミュニケーション能力、　思い​
​やる心、自己肯定感、豊かな人間性の醸成を図る。​

​②「努力」や「がんばり」「ねばり強さ」等の非認知能力を認めあい、より伸びようとする​
​意欲を育成できるよう取り組みを工夫し実践する。　​

​(2)確かな学力の定着​
​①主体的・対話的で深い学びを目指した授業づくり、授業改善​
​・「学習規律」の共有化と共通実施​
​・ICT機器の活用等、わかりやすい授業の工夫、改善の推進​
​・読書活動の推進・図書室開放​
​・家庭学習習慣の確立（家庭学習の手引き参照）​

​　 ②個に応じた適切な指導　通級学級の活用​
​・個々の児童の学力等、状況の把握と家庭状況に応じた支援のあり方の検討​
​（ケース会議の充実）​
​③生活習慣改善を図るため、家庭の理解と協力を得る活動の推進​

​(3)健康・体力づくりの推進​
​①体育学習の検討・見直し（新学習指導要領に沿って）​
​・カリキュラム・評価の検討＝９年間を見通した体育学習の取り組みの工夫​



​・授業の進め方の改善・工夫（言語活動＝話し合い活動の導入）​
​②外で元気に遊ぶ子を増やす、集団遊びや校内外での遊びの工夫​
​　放課後子ども教室との連携​

​(4)「くらしの基礎力」の向上を図る​
​挨拶、聞く姿勢、そうじ、時間を守る、正しくていねいな言葉遣い、​
​非認知能力＝めざす子どもの姿を共有して、取り組む。​

​(5)開かれた学校づくりのより一層の推進​
​①地域・保護者との連携⇔地域・保護者とともに学校を創る（共育・協育）​
​②外部評価を積極的に生かす（学校運営協議会や学校アンケートの活用）​
​③放課後教室等「地域の人材」を生かした工夫・実施　​
​④災害発生時に備え、避難訓練を有効に行い、機能的かつ規律ある行動がとれるよう指導す​

​る。​


